
様式第１号（第５条関係）
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 申請者氏名

（保護者）

太枠の中を記入してください。

多度津　一郎

　　　　　　　年　　月　　日

●●●立 　○○学校長　　　　　㊞

就学援助を必要と認める者についての学校長の意見

(ア)職業が不安定で、生活状態が悪いと認められる。

(イ)学用品、通学用品、被服等に不自由している。

パート 同　・　別

同　・　別

(ウ)その他(以下に理由を記載)

非課税証明書若しくは、減免決
定書の写し

国民年金保険料免除申請承認通
知書の写し

減免決定通知書の写し、又は徴
収猶予決定通知書の写し

生活保護法に基づく保護の停止又
は廃止を受けた。(前年)

小● 同　・　別

委
 
任
 
状

就学援助費受給認定後は、就学援助費の請求、受領に関するこ
とを、該当児童生徒の在校校長に委任します。

令和　年度　就学援助費受給申請書（世帯票）

下記の者に係る就学援助費を受給したいので、申請します。
なお、認否に伴う確認のため、公簿の閲覧を承諾します。

整理番号

　　　　　　　学校 　　　　年　　　　組 申請年月日 令和　　年　　●月　　●日

世帯についての福祉事務所の長又は民生委員の所見

　
　　　　　民生委員氏名　　　　　　　　　　　　　㊞

町民税の非課税・固定資産税・個
人事業税の減免を受けた。

国民年金の掛金について減免を受
けた。

国民健康保険の減免又は徴収猶予
を受けた。

児童扶養手当法に基づく児童手当
を受けた。

保育所年長 同　・　別

　  ・　・ 同　・　別

就学援助を申請する理由
 (該当する項目に〇）

必要添付書類

被保護証明書

上記の者を就学援助を必要とする児童生徒として報告します。

同　・　別

多度津　一朗

　　　　　　令和●年　　　●月　　　●日

生活福祉資金決定通知書又はそ
の証明書

下の理由欄に、具体的に理由を
書いてください。(※前年1月1日
に住所が町外の場合は、同一生
計世帯全員の課税所得証明書の
写し)

児童扶養手当証書の写し、又は
その証明書

生活福祉資金の貸付を受けた。

１～６以外で、経済的理由により
困っている。
(所得審査あり。)
(要綱第４条第２号関係)

年 月 日 事　由(変更、停止等)

特別な事情
(要綱第４条第３号関係)

経済状況が悪化した、病気療養
中である等、別紙に具体的に記
入してください。

異
　
動

認定　　　・　　　不認定

理
由
欄

※７に○を付けた方
申請理由を記入してください。

19XX・XX・XX 会社員 同　・　別
家

庭

の

状

況

　
　
（

保
護
者
、

本
人
を
含
む
全
員
を
記
入
）

氏　名 生年月日(西暦)

多度津　太郎 20XX・XX・XX

多度津　花子 19XX・XX・XX

多度津　桜 20XX・XX・XX

　  ・　・

多度津　次郎 20XX・XX・XX

中●

住
居
の

形
態

生活扶助
（生活保護）
受給の有無

連絡先
（日中連絡のつく電話番号）

(●●●)　●●●   　-　　●●●

住
 
所

現住所

　　多度津町　　栄町三丁目●番●号　△△アパート●●●号
前年1月1日の住所（多度津町以外の場合のみ記入）

児
童
生
徒

ﾌﾘｶﾞﾅ　　　　タドツ　　　タロウ
申
請
者

（

保
護
者
）

ﾌﾘｶﾞﾅ　　　　タドツ　　　イチロウ

氏　名　　多度津　太郎 氏　名　　多度津　一郎

※生活保護受給「有」の
場合、下記の１～８に○
は不要です。

記 入 例

※左記の理由が ８ の場合は、
こちらの欄に担当地区民生委員
の証明が必要です。

※次年度分の申請の場合は、
次年度の学年をご記入くだ
さい。

※住所と生計を別
にしている家族の
名前は記入しない
でください。
なお、住所は別で
も生計を同一にし
ている方のお名前
はご記入ください。


